
○
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則

(

昭
和
四
十
九
年
三
月
五
日)

(

／
農
林
省
／
通
商
産
業
省
／
令
第
一
号)

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号)

及
び
消
費
生
活

用
製
品
安
全
法
施
行
令(

昭
和
四
十
九
年
政
令
第
四
十
八
号)

に
基
づ
き
、
並
び
に

同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
制

定
す
る
。消

費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則

(

定
義)

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

及
び
消
費
生
活

用
製
品
安
全
法
施
行
令(

昭
和
四
十
九
年
政
令
第
四
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と

い
う
。)

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

(

身
体
の
障
害)

第
二
条

令
第
五
条
第
一
号
ロ
の
身
体
の
障
害
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
視
覚
障
害
で
あ
つ
て
、
長
期
に
わ
た
り
身
体
に
存
す
る
も
の

イ

両
眼
の
視
力(

万
国
式
試
視
力
表
に
よ
つ
て
測
つ
た
も
の
を
い
い
、
屈

折
異
常
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
つ
い
て
測
つ
た
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。)

が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
一
以
下
の
も
の

ロ

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
六
以
下
の
も
の

ハ

両
眼
の
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
度
以
内
の
も
の

ニ

両
眼
に
よ
る
視
野
の
二
分
の
一
以
上
が
欠
け
て
い
る
も
の

二

次
に
掲
げ
る
聴
覚
又
は
平
衡
機
能
の
障
害
で
あ
つ
て
、
長
期
に
わ
た
り
身

体
に
存
す
る
も
の

イ

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

ロ

一
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
、
他
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

五
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

ハ

両
耳
に
よ
る
普
通
話
声
の
最
良
の
語
音
明
瞭
度
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
の
も
の

ニ

平
衡
機
能
の
著
し
い
障
害

三

次
に
掲
げ
る
嗅
覚
の
障
害

イ

嗅
覚
の
喪
失

ロ

嗅
覚
の
著
し
い
障
害
で
あ
つ
て
、
長
期
に
わ
た
り
身
体
に
存
す
る
も
の

四

次
に
掲
げ
る
音
声
機
能
、
言
語
機
能
又
は
そ
し
や
く
機
能
の
障
害

イ

音
声
機
能
、
言
語
機
能
又
は
そ
し
や
く
機
能
の
喪
失

ロ

音
声
機
能
、
言
語
機
能
又
は
そ
し
や
く
機
能
の
著
し
い
障
害
で
あ
つ
て
、

長
期
に
わ
た
り
身
体
に
存
す
る
も
の

五

次
に
掲
げ
る
肢
体
不
自
由

イ

一
上
肢
、
一
下
肢
又
は
体
幹
の
機
能
の
著
し
い
障
害
で
あ
つ
て
、
長
期

に
わ
た
り
身
体
に
存
す
る
も
の

ロ

一
上
肢
又
は
一
下
肢
の
い
ず
れ
か
の
指
を
末
節
骨
の
一
部
以
上
で
欠
く

も
の

ハ

一
上
肢
若
し
く
は
一
下
肢
の
お
や
指
の
機
能
の
著
し
い
障
害
又
は
ひ
と

さ
し
指
を
含
め
て
一
上
肢
の
三
指
以
上
の
機
能
の
著
し
い
障
害
で
あ
つ
て
、

長
期
に
わ
た
り
身
体
に
存
す
る
も
の

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
程
度
が
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
障
害
の
程
度
以
上
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
障
害

六

循
環
器
、
呼
吸
器
、
消
化
器
、
又
は
泌
尿
器
の
機
能
の
障
害
で
あ
つ
て
、

長
期
に
わ
た
り
身
体
に
存
し
、
か
つ
、
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

(
報
告
の
期
限
及
び
様
式)

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

そ
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
消
費
生
活
用
製
品
に
つ
い
て
重
大
製
品
事
故
が
生

じ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
様
式
第
一
の
報
告
書
を



主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

立
入
検
査
の
証
明
書)

第
四
条

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
が
立
入
検
査
を
す
る
場

合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(

意
見
の
聴
取)

第
五
条

法
第
五
十
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
は
、
主
務
大
臣
又
は
そ
の
指
名
す

る
職
員
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
意
見
聴
取
会
に
よ
つ
て
行
う
。

２

主
務
大
臣
は
、
意
見
聴
取
会
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
日
の
十
五

日
前
ま
で
に
、
件
名
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

審
査
請
求
人
又
は
異
議
申
立
人
及
び
参
加
人
に
通
知
し
、
か
つ
、
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

主
務
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
関

係
行
政
機
関
の
職
員
そ
の
他
の
参
考
人
に
対
し
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

利
害
関
係
人(

参
加
人
を
除
く
。)

又
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
意
見
聴
取
会
に

出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
の
十
日
前
ま

で
に
、
そ
の
事
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
事
実
を
記
載

し
た
文
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
を
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
意
見

聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
し
、
そ
の
期
日

の
三
日
前
ま
で
に
指
定
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
、
参
加
人

又
は
こ
れ
ら
の
代
理
人
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め

ら
れ
た
者
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
以
外
の
者
は
、
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
最
初
に
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
又

は
こ
れ
ら
の
代
理
人
に
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
の
要
旨
及
び
理
由
を
陳
述

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
又
は
こ
れ
ら
の

代
理
人
が
出
席
し
な
い
と
き
は
、
議
長
は
、
審
査
請
求
書
又
は
異
議
申
立
書
の

朗
読
を
も
つ
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
又
は
利
害
関
係
人
の
代
理
人
は
、
そ
の

代
理
権
を
証
す
る
書
類
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
０

意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
者
が
事
案
の
範
囲
を
超
え
て
発

言
す
る
と
き
又
は
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
て
い
る
者
が
意
見
聴
取
会
の
秩
序
を

乱
し
、
若
し
く
は
不
穏
な
言
動
を
す
る
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対

し
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
１

議
長
は
、
意
見
聴
取
会
の
期
日
又
は
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
期

日
及
び
場
所
を
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
聴
取
会
に
出
席
を
求
め
ら
れ
た
者

及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

条
例
等
に
係
る
適
用
除
外)

第
六
条

第
四
条(

都
道
府
県
知
事
の
事
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

の
規
定
は
、

都
道
府
県
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
定
め
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
限
度
に
お
い
て
適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

昭
和
五
八
年
七
月
三
〇
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
三
号)

こ
の
省
令
は
、
外
国
事
業
者
に
よ
る
型
式
承
認
等
の
取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の

関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

昭
和
五
十
八
年
法
律
第
五
十
七
号)

の
施
行

の
日(
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日)

か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(

昭
和
五
八
年
一
二
月
一
〇
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省



／
令
第
七
号)

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

昭
和
六
一
年
五
月
三
〇
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
一
号)

こ
の
省
令
は
、
許
可
、
認
可
等
民
間
活
動
に
係
る
規
制
の
整
理
及
び
合
理
化
に

関
す
る
法
律
第
十
条
の
規
定(

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
別
表
の
改
正
規
定
を
除

く
。)

の
施
行
の
日(
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
十
日)

か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

昭
和
六
一
年
九
月
三
〇
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
三
号)

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
六
年
九
月
二
八
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／
令

第
二
号)

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日(
平
成
六
年
十
月
一
日)

か
ら
施
行
す

る
。

附

則

(

平
成
八
年
四
月
一
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／
令
第

二
号)

こ
の
省
令
は
、
保
険
業
法
の
施
行
の
日(

平
成
八
年
四
月
一
日)
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
一
二
年
三
月
二
四
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
三
号)

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
五
号)

抄

(

施
行
期
日)

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
一
二
年
九
月
二
六
日
／
農
林
水
産
省
／
通
商
産
業
省
／

令
第
八
号)

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
／
農
林
水
産
省
／
経
済
産
業
省
／

令
第
一
号)

(

施
行
期
日)

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
一
九
年
四
月
五
日
／
農
林
水
産
省
／
経
済
産
業
省
／
令

第
一
号)

こ
の
省
令
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

日(

平
成
十
九
年
五
月
十
四
日)

か
ら
施
行
す
る
。

附

則

(

平
成
二
〇
年
七
月
二
三
日
／
農
林
水
産
省
／
経
済
産
業
省
／

令
第
五
号)

こ
の
省
令
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

日(

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日)

か
ら
施
行
す
る
。



様 式 第 一 （ 第 三 条 関 係 ）





様 式 第 二 （ 第 四 条 関 係 ）

（ 表 面 ）

第 号

消 費 生 活 用 製 品 安 全 法 第 4 1条 第 １ 項 の 規 定 に よ る

写 立 入 検 査 証

押 出

スタンプ 官 職 及 び 氏 名

真 年 月 日 生

年 月 日 交 付

主 務 大 臣 （ 都 道 府 県 知 事 ） 印

（ 裏 面 ）

消 費 生 活 用 製 品 安 全 法 抜 す い

（ 立 入 検 査 ）

第 4 1条 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 を 施 行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

そ の 職 員 に 、 消 費 生 活 用 製 品 の 製 造 、 輸 入 若 し く は 販 売 の 事 業 を 行 う 者 又

は 特 定 保 守 製 品 取 引 事 業 者 の 事 務 所 、 工 場 、 事 業 場 、 店 舗 又 は 倉 庫 に 立 ち

入 り 、 消 費 生 活 用 製 品 、 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き

る 。

２ 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 を 施 行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の

職 員 に 、 国 内 登 録 検 査 機 関 の 事 務 所 又 は 事 業 所 に 立 ち 入 り 、 業 務 の 状 況 又

は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。

３ 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 職 員 が 立 入 検 査 を す る 場 合 に お い て は 、 そ の 身 分 を

示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

４ ～ ７ （ 略 ）

８ 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認

め ら れ た も の と 解 釈 し て は な ら な い 。

第 5 9条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 3 0万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

一 ～ 七 （ 略 ）

八 第 4 1条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 又 は 忌 避 し

た 者

九 （ 略 ）

備 考 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 X6 3 0 1「 識 別 カ ー ド ー 物 理 的 特 性 」 の

4 . 5Ｉ Ｄ ー １ と す る 。


